
正し
や
う

法は
ふ

山さ
ん

妙め
う

心し
ん

寺じ

は
元
、
花
園
法
皇
の
離
宮
な
り
。〔
人
皇
九
十
四
代
花
園
天
皇
と
称
す
、
御
深
艸

ご
ふ
か
く
さ
の

院い
ん

の
皇
子
、
後
伏
見
院
の
皇
弟
な
り
、

在
位
十
一
年
、
聖
寿
五
十
二
歳
〕
其
初
は
後
三
条
院
の
皇み

孫ま
ご

花は
な

園ぞ
の

左
大
臣
有あ
り

仁ひ
と

公
の
別
荘
な
り
、
其
後
裔
相
継
て
伝
領
せ
り
。
然
る
に
花
園

法
皇
地
景
を
愛
し
給
ひ
て
離
宮
と
し
、
天
性
禅
法
に
帰
し
此
所
に
閑
棲
し
給
ふ
。
こ
ゝ
に
信
州
高
梨
高
家
の
孫そ
ん

に
恵ゑ

玄げ
ん

と
い
ふ
僧
あ
り
、
相さ
う

州し
う

鎌か
ま

倉く
ら

建け
ん

長
寺
ち
や
う
じ

広
厳
和

く
わ
う
げ
ん

尚
に
謁
し
て
薙ち

髪は
つ

し
、
洛ら
く

北ほ
く

龍
宝
山
大
燈
国

り
よ
う
ほ
う
さ
ん
だ
い
と
う

師
に
法
嗣
す
。
此
時
法
皇
離
宮
を
捨
て
恵ゑ

玄げ
ん

に
附
属
し
、
詔
し

み
こ
と
の
り

て
関
く
わ
ん

山ざ
ん

国こ
く

師し

と
号
し
、
当
山
の
開
山
と
す
。
法
皇
は
伽
藍
の
東
に
一
院
を
創
し
て
こ
ゝ
に
静
坐
し
給
ふ
、
こ
れ
を
玉
鳳
院
と
い
ふ
。〔
こ
れ
よ
り
先

き
、
皇
居
を
萩
原
の
別
宮
に
移
す
〕
開
山
国
師
は
延
文
五
年
十
二
月
十
二
日
寂
す
（
年
八
十
四
）。
第
二
世
授じ
ゆ

翁を
う

和
尚
涕て
い

哭こ
く

し
て
大
衆
に
告

て
丈
室
に
舁か
き

入い
れ

、
本
山
の
艮
う
し
と
らの

隅
に
塔
を
建
て
微
笑
菴
と
号
く
。
其
後
勅
し
て
本ほ
ん

有う
ゑ

円ん
じ

成や
う

仏ぶ
つ

心し
ん

覚か
く

照せ
う

国こ
く

師し

と
諡
お
く
り
なす

。

○
山
門
〔
慶
長
四
年
三
月
鉄て
つ

山さ
ん

和
尚
住
山
の
時
成
就
す
、
歳
旦
の
偈げ

を
作
つ
て
曰
、

烏

藤

拍　
テ4

手　
ヲ

叫　
ヒ2

令

辰　
ヲ1

。

五

百　
ノ

僧

房

万

物

新　
ナ
リ。

鉄
　
　
　
　
　
山

東

席　
ハ

歌　
ヒ4

花　
ヲ

西

席　
ハ

月
。

山

門

起　
テ

舞　
フ

洛

陽　
ノ

春
。

○
仏ぶ
つ

殿で
ん

〔
亀き

年ね
ん

和
尚
住
山
の
時
、
天
正
年
中
月げ
つ

航か
う

和
尚
創
建
す
、
則
虹こ
う

梁り
や
うの

銘
を
製
し
て
詳
な

つ
ま
び
ら
か

り
。
本
尊
釈
迦
、
迦か

葉せ
ふ

、
阿あ

難な
ん

。
脇け
ふ

檀だ
ん

に
達だ
る

磨ま

、
臨り
ん

済ざ
い

、
百
丈
、
開
山
国
師
の
牌ひ

、
大
燈と
う

国
師
の
牌
等
、
厨づ

子し

に
安
ず
。
東
の
方
、
大た
い

元
像
げ
ん
の
ざ
う、

密み
つ

守し
ゆ

菩
薩
の
像
、
其
外
将
軍
家
神
牌
を

安
ず
。
又
花
園
院
、
後
花
園
院
、
後
土
御
門
院
、
後
柏
原
院
、
後
奈
良
院
等
の
神
牌
を
安
ず
〕

○
法は
つ

堂だ
う

〔
初
は
法
堂
な
し
、
開
山
三
百
回
忌
の
前
新
建
す
。
伝
云
、
此
堂
の
虹こ
う

梁り
や
うは

大
木
の
松
二
本
、
各
々
長
さ
九
間
半
木こ

口ぐ
ち

の
径
五
わ
た
り

尺
五



寸
本
末
等
し
、
日
向
国
よ
り
こ
れ
を
求
む
、
壱
本
毎
に
板
を
も
つ
て
左
右
に
釘て
い

し
、
海
中
を
浮
め
舟
子
数
十
人
木
の
上
に
在
て
櫓
を
揺う
ご
かし

、

又
左
右
に
船
を
浮
め
て
こ
れ
を
繋
ぎ
、
順
風
に
任
て
大
坂
の
河
口
に
入に
ふ

津し
ん

す
。
そ
れ
よ
り
淀よ
ど

川
を
引
登
り
、
淀
の
城
下
よ
り
車
に
乗
せ
て
、

一
材
毎
に
牛
七
十
頭
を
も
つ
て
、
鳥
羽
よ
り
大
宮
を
北
へ
向
ふ
、
時
の
所し
ょ

司し

代だ
い

板
倉
伊
賀
侯
の
許
可
を
う
け
て
、
二
条
城
の
馬
場
を
牽
、

下
立
売
よ
り
妙
心
寺
に
到
る
、
京
師
町
小
路
の
老
若
こ
れ
を
見
ん
と
て
群
を
な
す
事
夥
し

お
び
た
ゞ

。
其
大
材
の
上
に
在
て
木き

遣や
り

の
音
頭
の
者
を
三さ
ん

三ざ
ぶ

郎ら
う

と
い
ふ
、
い
ま
た
少
年
な
れ
ど
も
美
麗
の
音
声
を
出
し
て
、
人
夫
を
勇
し
む
、
因4

之
遅
滞
な
く
安
々
と
運
送
す
、
此
時
市
人
こ
れ

を
図
絵
に
画
き
、
彫
刻
し
て
肆し

街が
い

に
沾う
る

な
り
。
此
堂
の
柱
は
花
井
紹せ
う

隆り
う

と
い
ふ
人
、
富ふ

士じ

山さ
ん

の
麓
よ
り
樫
柱
を
伐
出
し
て
悉
く
寄
附
す
〕

覆
撩
画
龍
〔

て
ん
じ
や
う
ぐ
わ
り
よ
う

法
堂
天
井
の
画
龍
は
狩か

野の

探た
ん

幽い
う

法は
ふ

印い
ん

守も
り

信の
ぶ

の
筆
な
り
。
其
頃
一
山
の
大
衆
議
し
て
曰
、
洛
東
東
福
寺
法
堂
の
龍
は
、
初
め

兆
殿
司
紙
に
画え
が
きて

こ
れ
を
板
上
に
貼
す
、
年
久
し
く
な
り
風
に
吹
れ
て
破
散
す
、
今
は
狩
野
光み
つ

頼よ
り

が
筆
な
り
。
当
山
は
直
に
板
上
に
画え
が

き
給
へ
と
守も
り

信の
ぶ

に
乞
ふ
。
即
ち
毫ふ
で

を
揮ふ
る

ひ
墨
彩
を
施
し
、
眼
睛
を
点
ず
る
の
日
、
俄
に
風
雨
頻し
き
りに

し
て
空
の
気
色
た
ゞ
な
ら
ず
、
人
み

な
こ
れ
を
霊
異
と
す
。
其
謝
恩
と
し
て
白し
ろ

銀か
ね

弐
百
枚
酒し
ゆ

樽そ
ん

十
担た
ん

を
贈
る
。
探
幽
初
意
に
意お
も

ふ
は
、
此
謝
儀
あ
ら
ば
千
枚
二
千
枚
に
も
逮お
よ

ぶ
べ
し
、
忽
た
ち
ま
ちこ

れ
を
見
て
薄
少
な
り
と
て
敢
て
受
納
せ
ず
、
衆
僧
又
議
し
て
三
千
枚
を
贈
る
。
探
幽
恩
を
謝
し
て
云
、
初
め
よ
り
画
労

を
当
山
に
喜
捨
す
、
一
毛
の
謝
を
受
ず
と
、
嘲
笑
ふ
て
却
て
去
る
。
此
画
龍
は
古
今
無
双
に
し
て
他
に
比
類
な
し
、
天
井
画
龍
の
規
範

と
す
る
な
り
。
中
華
の
天て
ん

慶け
い

観く
わ
んの

李
懐
り
く
わ
い

仁じ
ん

が
画
龍
も
亦
美
を
擅
に

ほ
し
い
ま
ゝ

獲
す
、
此
龍
の
筆
威
都す
べ

て
日
本
に
敵
す
る
も
の
な
し
〕

○
毘び

盧る

蔵ざ
う

〔
法
堂
の
東
に
あ
り
、
当
山
の
経
蔵
な
り
。
額
は
伏
見
院
の
宸
筆
、
毘
盧
蔵
の
三
字
を
こ
ゝ
に
揚
る
。
此
堂
の
再
建
は
元
禄
九
年
、



大
坂
淀よ
ど

屋や

巨こ

庵あ
ん

と
い
ふ
者
、
黄
金
一
千
両
を
寄
附
し
て
建
る
所
な
り
〕

○
四し

派は
の

松ま
つ

〔
仏
殿
の
前
に
あ
り
、
い
に
し
へ
は
柏
樹
か
し
は

を
植
た
り
、
今
四し

松し
よ
うあ

り
。
当
山
に
龍
泉
派
、
東
海
派
、
霊
雲
派
、
聖
沢
派

し
よ
う
た
く

の
四し

派は

あ

り
、
故
に
名
と
す
〕

○
雪せ
つ

江か
う

松の
ま
つ〔

仏
殿
の
東
に
あ
り
、
老
樹
の
大
松
屈く
つ

蟠ば
ん

の
千
枝
、
蒼
々
と
し
て
当
山
の
美
観
な
り
、
初
め
は
衡か
う

梅ば
い

院
の
内
に
あ
り
。
伽
藍
東
西

に
開
く
時
、
此
松
外
面
と
な
る
。
当
山
六
世
雪せ
つ

江か
う

和
尚
衡
梅
院
に
住
職
し
給
ふ
ゆ
へ
名
と
す
〕

○
鐘
楼
〔
経
蔵
の
側
に
あ
り
〕

鐘
　
　
銘
　
　
云

凡
鐘　
ハ

者
。
欲4

令2 　
ン
ト

声
大1

故　
ニ

必　
ス

作2

蒲
宇1
造2
鯨
魚1

。
以　
テ

撃　
ハ4

之
則
大　
イ
ニ

鳴　
ル

矣
。
今
茲　
ニ

清
和
天
皇
十
代
山
名
氏
義
範
公
之
後
裔
。
十
六
代
豊

国
公
法
名
禅
高
。
其
仲
子
豊
義
公
。
其
阿
娘
天
祥
院
殿
。
茲
雲
妙
大
厥　
ノ

慈
母　
ハ

者
木
曾
氏
也
。
妙
大
欲　
ス

下

以　
テ2

有
為
財　
ヲ1

修　
シ2

無
為　
ノ

果　
ヲ1

鋳　
テ2

巨

鐘　
ヲ1

用　
テ

寄
中

附　
セ
ン
ト

吾
山　
ニ

上。
其
蒲
牢　
ナ
リ

也
。
吼　
バ2

正
法　
ノ

月1

則
打2
破　
ス

百
八
煩
悩1

。
其
華
鯨
也
。
聞　
ハ2

洛
陽
城1

則
驚2

散　
ス

八
万
睡
魔　
ヲ1

。
暁
韻
伝　
ヘ2

精

舎　
ニ1

。
晨
音
徹　
ス2

梵
天　
ニ1

。
聴
者
得2

三
徳1

。
触
者
解　
ク2

十
纒1

。
嗚
呼
這
箇　
ノ

耳
功
徳
至　
ル

矣
尽　
ル

矣
。
加
旃
就2

于
森
上
座1

請　
フ4

銘　
ヲ

。
不4

得4

辞
。
　
ス
ル
コ
ト
ヲ

厥　
ノ

銘
云
。

見

鐘

在4

■
。

内

空　
ク

外

円　
ナ
リ。

楼

台

高　
ク

聳　
ヘ

。

虚

谷

声

伝　
フ

。

鳴

依　
テ2

小

大　
ニ1

。

徳

以　
ス2

聖

賢　
ヲ1

。



陰

卜　
シ2

煙

雨1

。

晴　
テ

吼2

霜

天1

。

破2

愚

蒙　
ノ

睛　
ヲ1

。

驚　
シ2

煩

悩

眠　
ヲ1

。

洪

音

無4

尽
。

信

力

弥　
々

堅　
シ

。

万
治
弐
己
亥
年
霜
月
念
日

正
法
山
妙
心
禅
寺
住
持
比
丘
森
巌
叟
銘

○
西
鐘
楼

に
し
の
し
ゆ
ろ
う〔

方
丈
の
西
に
あ
り
〕
黄
鐘
調
大
鐘

わ
う
し
き
て
う
の
た
い
し
よ
う〔

此
楼
に
掲
る
鐘
の
中
に
銘
あ
り
、
甚
古

は
な
は
だ

代
の
体
な
り
、
其
銘
に
曰
、

戊
戌
年
四
月
十
三
日
壬
寅
収
糟
屋
評
造
舂
米
連
広
国
鋳
鐘

〔
右
都す
べ

て
一
行
廿
二
字
に
鐫せ
ん

ず
。
戊
戌
の
年
暦
分
明
な
ら
ず
、
糟か
す

屋や

は
筑ち
く

前ぜ
ん

州し
う

の
郡ぐ
ん

名み
や
うな

り
、
評
は
地
名
、
造
は
ミ
ヤ
ツ
コ
な
り
舂
米し
ね

は
氏

に
し
て
、
連
は
ム
ラ
ジ
、
広ひ
ろ

国く
に

は
名
な
り
。
寺
説
に
云
、
此
鐘
は
嵯さ

峨
浄
が
じ
や
う

金こ
ん

剛が
う

院ゐ
ん

の
鐘
な
り
、
此
寺
久
し
く
荒
廃
し
て
鐘
も
民
間
の
手
に
あ

り
。
あ
る
時
妙
心
寺
の
前
を
担
ふ
て
京
師
に
出
る
者
あ
り
、
開
山
国
師
こ
れ
を
見
咎
て
云
く
、
其
鐘
は
何
れ
よ
り
何
れ
へ
持
行
ぞ
や
。
鐘
主

の
云
く
、
わ
れ
ら
は
嵯さ

峨
浄
が
じ
や
う

金
剛
院
の
古
跡
に
棲
て
農
な

も
の
つ
く
り

り
、
此
鐘
村
中
に
久
し
く
持
伝
へ
し
が
、
今
日
京
師
に
出
し
農
具
鋤す
き

鍬く
は

の
類
に
交

易
せ
ん
為
め
持
行
な
り
。
国
師
悦
ん
で
幸
さ
い
は
ひに

此
寺
に
い
ま
だ
鳬
鐘
な
し
我
に
譲
り
与
へ
よ
と
、
頼
給
へ
ば
。
農
人
悦

ひ
や
く
し
や
う

ん
で
鳥
目
壱
貫
文
に
売

て
嵯さ

峨が

へ
帰
る
。
そ
れ
よ
り
国
師
嵯
峨
に
至
り
、
浄
金
剛
院
の
鐘
な
る
事
を
糺
し
、
こ
ゝ
に
掲
る
な
り
〕

嵯
峨
古
図
抄
云
　
　
亀
山
殿
の
東
に
芹
川
殿
艮

せ
り
か
は
ど
の
う
し
と
らに

萱か
や

殿
北
に
北
殿
あ
り
、
其
北
に
浄
金
剛
院
北

じ
や
う
こ
ん
が
う
ゐ
ん

殿
の
西
に
寿じ
ゆ

量
院
り
や
う
ゐ
んあ

り
、
其
西
に
薬
草
院
其

北
に
は
法ほ
つ

華け

堂だ
う

あ
り
、
大
橋
社
の

は
し
の
や
し
ろ

東
に
河か
は

端ば
た

殿ど
の

の
御
所
あ
り
、
今
の
臨り
ん

川せ
ん

寺じ

の
地
に
当
れ
り
。
云
々
。



増
鏡
云
　
　
橘
た
ち
ば
なの

大
后
の
む
か
し
た
て
ら
れ
し
檀だ
ん

林り
ん

寺じ

と
い
ひ
し
が
、
今
は
破は

壊ゑ

し
て
礎
ば
か
り
に
な
り
た
れ
ば
、
そ
の
跡
に
浄
金
剛
院

じ
や
う
こ
ん
が
う
ゐ
んと

い
ふ
御
堂
を
建
さ
せ
給
へ
る
に
、
道
観
上

だ
う
く
わ
ん

人
を
長
老
に
な
さ
れ
て
浄
土
宗
を
お
か
る
。

浄
金
剛
院
に
て
よ
ま
せ
給
ひ
け
る

玉
　
　
葉
　
　
い
く
里
か
嵐
に
つ
げ
て
聞
ゆ
ら
ん
我
す
む
寺
の
入
逢
の
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
後
　
嵯
　
峨
　
院

つ
れ

ぐ
草
云
　
　
浄
金
剛
院
の
鐘
の
声
又
わ
う
し
き
で
う
な
り
。

〔
按
る
に
浄
金
剛
院

じ
や
う
こ
ん
が
う
ゐ
んは

い
に
し
へ
天て
ん

龍り
う

寺じ

の
地
に
あ
り
、
此
寺
建
立
の
時
既
に
荒
季
し
、
古
跡
の
み
残
れ
り
、
故
に
旧
号
を
も
つ
て
北き
た

嵯さ

峨が

二
尊そ
ん

院
の
内
に
再
営
せ
り
。
こ
れ
を
つ
れ

ぐ
草
の
註
書
鉄
槌
に
、
つ
き
山
の
南
太う
づ

秦ま
さ

の
東
に
旧
跡
あ
り
と
書
し
は
謬
あ
や
ま
りな

ら
ん
歟か

〕

○
当
山
に
十
境
の
風
景
あ
り
、
万ヽ

歳ヽ

山ヽ

は
乾い
ぬ
ゐの

方
仁に
ん

和わ

寺じ

山
を
い
ふ
、
高ヽ

安ヽ

灘ヽ

は
南
の
門
前
に
あ
り
、
度ヽ

香ヽ

橋ヽ

此
流
に
わ
た
す
、
宇ヽ

多ヽ

川ヽ

は

当
山
よ
り
東
の
方
の
少
流
な
り
、
鶏ヽ

足ヽ

嶺ヽ

は
北
の
山
、
南ヽ

華ヽ

塔ヽ

は
南
方
遥
に
し
て
東と
う

寺じ

の
塔
の
遠
景
な
り
、
斎ヽ

宮ヽ

杜ヽ

は
東
方
の
川か
は

端ば
た

に
あ

り
、
旧ヽ

藉ヽ

田ヽ

は
当
寺
の
内
花は
な

園ぞ
の

の
旧
跡
な
り
、
百ヽ

花ヽ

洞ヽ

は
大
雄
院
の
南
恵ゑ

林り
ん

院ゐ
ん

の
北
の
方
の
深し
ん

谷こ
く

を
い
ふ
、
麒ヽ

麟ヽ

閣ヽ

は
花は
な

園ぞ
の

法は
ふ

皇わ
う

の
宸
影

を
安
ず
る
所
に
し
て
、
麟り
ん

徳と
く

殿で
ん

と
も
号
し
て
玉
鳳
院

ぎ
よ
く
ほ
う
ゐ
んの

中
に
あ
り
。〔
已
上
十
景
〕

○
方
丈
〔
法
堂
の
北
に
あ
り
、
唐か
ら

門も
ん

は
大
原げ
ん

和
尚
こ
れ
を
建
る
。
方
丈
東
の
廊
は
天
和
三
年
少
南
よ
り
移
し
て
点て
ん

心し
ん

寮れ
う

を
作
る
、
勅
使
来
駕

の
時
こ
ゝ
に
て
点て
ん

心し
ん

を
進
む
、
方
丈
東
の
縁
に
は
屏
風
を
立
わ
た
し
て
饗
応
す
〕

同
南
の
方
三
室
〔
東
の
間
、
中
の
間
、
探た
ん

幽い
う

筆
。
西
の
間
、
采う
ね

女め

益ま
す

信の
ぶ

筆
〕（
後
号
洞
雲
）



同
北
の
方
三
室
〔
東
の
間
、
中
の
間
、
狩か

野の

主し
ゆ

馬め

筆
。
西
の
間
、
探た
ん

幽い
う

弟
子
数す

輩は
い

。
西
南
の
間
、
探
幽
筆
。
北
西
の
間
、
采う
ね

女め

筆
〕

妙
心
寺
方
丈
虫
払
体

後
西
院
再
興
綸
旨

正
親
町
院
居
成
綸
旨

後
柏
原
院
紫
衣
綸
旨

後
土
御
門
院
再
興
綸
旨

後
土
御
門
院
宗
門
無
双
綸
旨

○
東
　
室
　
間
　
上
　
段

崇
光
院
開
山
再
興
綸
旨

桃
園
院
国
師
加
号
綸
旨

東
山
院
国
師
加
号
綸
旨

後
西
院
国
師
再
号
綸
旨

後
奈
良
院
国
師
号
綸
旨

花園院　宸翰

花園院　南都

後水尾院　応無

後水尾院拈華和歌

後水尾院　而生

光明院開山花園管領綸旨

後西院叡感綸旨

花 園 院 宸 翰 　 塔 頭 臨 幸

花 園 法 皇 鏡 御 影

同
花 園 院 宸 翰 　 往 年

後 奈 良 院 宸 翰

○ 花 園 法 皇 御 存 在 の 日 自 ら 鏡 を 映
て ら

し て

御 面 相 を 図
う つ

し 極 て 肖
に ん

こ と を 要 と せ さ

せ 給 ふ 故 に 鐘 の 尊 影 と 称 し 奉 る 妙 心

寺 第 一 の 霊 宝 な り



開
山
袈
裟
袋
　
　
　
　
　
一
　
箇

同
　
掛
絡
　
　
　
　
　
　
一
　
領

同
　
布
衣
　
　
　
　
　
　
一
　
衣

同
　
七
条
　
　
　
　
　
　
一
　
服

同
　
伝
衣
　
　
　
　
　
　
一
　
服

金
襴
二
十
五
条
　
　
　
　
一
　
服

○
右
東
室
間

桜
町
院
宸
筆
御
製

時
し
ら
ぬ
か
ね
も
あ
る
か
は
夜
と
な
く

ひ
る
と
も
わ
か
ぬ
風
の
ま
に

く

開
　
山
　
藤
　
環

同
　
　
　
葛
　
籠

祥
雲
院
殿
　
尚
宗
　
剣
　
　
　
一
　
振

同
　
　
堆
朱
道
具
類
数
品

同
　
　
瑪
瑙
鉢
盆
　
　
　
　
　
壱

○
祥
雲
院
殿
は
太
閤
秀
吉
公
の
御
嫡
男

棄
君
の
法
号
な
り
以
下
に
見
ゆ



大
応
国
師
像
　
寧
一
山
賛

虚
堂
和
尚
像
　
自
賛

大
燈
国
師
像
　
自
賛

龍
　
図
　
　
楊
月
澗
筆

大
燈
国
師
与
関
山
国
師
印
証

関
山
国
師
像
　
雪
江
和
尚
筆

関
山
国
師
与
授
翁
和
尚
印
証

虎
　
図
　
　
楊
月
澗
筆

李龍■筆

布袋和尚像

聞偃渓賛

門無関筆

達磨大師像

礼滅翁賛

李龍■筆

豊干和尚像

聞偃渓賛

右三幅対

関山国師号　大燈国師筆布袋

羅 漢 像 　 八 幅 　 兆 殿 司 筆

同 　 　 　 八 幅 　 同 筆

大 慈 禅 師 　 墨 跡

○
東
　
室
　
次
　
間

惣
張
附
山
水
　
狩
野
探
幽
筆 ｝



鶴
　
　
　
図
　
徽
宗
皇
帝
筆

普
　
賢
　
像
　
馬
麟
筆

鶴
　
　
　
図
　
徽
宗
皇
帝
筆

朝
　
　
　
陽
　
梁
揩
筆
　
冲
癡
絶
賛

達
磨
大
師
像
　
顔
輝
筆
　
明
独
孤
賛

対
　
　
　
月
　
梁
揩
筆
　
冲
癡
絶
賛

右
三
幅
対

臨
　
済
　
像
　
大
慈
和
尚
賛

寒　山　点庵筆

拾　得　点庵筆

布袋像　牧渓筆初 祖 画 像 　 曇 西 ■ 賛

二 祖 画 像 　 同 　 　 賛

三 祖 画 像 　 同 　 　 賛

四 祖 画 像 　 同 　 　 賛

五 祖 画 像 　 同 　 　 賛

六 祖 画 像 　 同 　 　 賛

左 右 十 六 羅 漢 　 祭 山 筆

観 音 像 　 思 恭 筆

○
西
　
室
　
の
　
間

惣
張
附
　
狩
野
益
信
筆

｛



山
　
水
　
図
　
唐
伯
虎
筆

■
山
徳
清
　
墨
　
　
蹟

山
　
水
　
図
　
唐
伯
虎
筆

釈
尊
乳
供
像
　
呉
道
子
筆

山
　
　
　
水
　
牧

渓

筆

観
　
音
　
像
　
牧
渓
筆
　
無
準
賛

達
　
磨
　
像
　
古
法
眼
筆

観
　
音
　
像
　
牧

渓

筆

寒　　山　然可翁筆

観　　音　同　　筆

拾　　得　同　　筆

鉄枴仙人　呉韋小仙筆

柳に葵　呂紀筆

仙逸図　文徴明筆

山　　水　石鋭筆

花　　鳥　呂紀筆

老 子 騎 牛 図 　 呉 秀 泉 筆

姚 　 仲 　 臣 　 墨 　 蹟

山 　 　 　 水 　 孫 君 沢 筆

○
西
　
室
　
次
　
の
　
間

惣
張
付
　
探
幽
　
采
女
　
両
筆

○
小
方
丈
　
花
鳥
図

片
山
尚
景
画

○
杉
　
戸
　
花
鳥

同
　
筆



龍
　
　
　
　
　
　
探
幽
筆

維
　
　
　
摩
　
　
同
　
筆

虎
　
　
　
　
　
　
同
　
筆

右
三
幅
対

出
山
釈
迦
　
　
探
幽
筆

達
磨
隻
履
像
　
　
益
信
筆

趙
子
昂
墨
跡

人
　
　
　
物
　
　
東
坡
筆

同
　
　
　
　
　
　
同
　
筆

同
　
　
　
　
　
　
同
　
筆

昼
錦
堂
記
　
　
織
縫
字

醉
翁
亭
記
　
　
東
坡
筆
　
石
摺
八
幅

屏　風　四晧　六面　　三酸　六面　龍梅　六面

虎竹　六面　　倶に友松筆

屏　風　三笑　二面　　厳子後　二面　　共に友松筆

伝云友松は元と永徳を師とす或時友松師の筆画を盗む

永徳これを知つて怒つて友松を擯す是以友松別に奇を

出して永徳を学ばず筆威玄妙なり

屏　風　櫻　六面　紅葉　六面　　永徳筆

屏　風　雁　六面　鶴　　六面　　土佐家筆

此外永徳已下雲谷三楽等筆画の屏風数十ケ品あり略4之

松鶴画屏風　　狩野松栄筆

○
食
　
堂



○
食ご

水み
づ

尾の
を

上
皇
宸
翰

ゑ
み
の
眉
ひ
ら
け
し
花
は
梅
か
桃
か

亀
年
和
尚
開
山
関
山
国
師
二
百
年
回
之
時
香
語
云

一
枝　
ノ

微
笑
梅　
カ

耶
杏　
カ

○
豊ほ
う

太た
い

閤か
ふ

秀ひ
で

吉よ
し

公こ
う
の

御お
ん

子こ

棄す
て

君ぎ
み

御
持
物

黄こ

金が
ね

作
産
衣
鎧
　
　
惣
金
細
工
緋
威
ひ
お
ど
し

一
　
領

○
宝
剣
〔
棄す
て

君ぎ
み

御
守
刀
、
鞘
に
黄こ

金が
ね

を
も
つ
て
倶く

利り

迦か

羅ら

不ふ

動ど
う

の
像
を
後ご

藤と
う

祐い
う

乗じ
よ
うこ

れ
を
鐫せ
ん

彫て
う

す
、
精
妙
比
類
な
し
、
長
さ
七
寸
八
分
、
伝

に
云
、
比
宝
剣
は
む
か
し
俵
藤
太

た
は
ら
と
う
だ

秀ひ
で

郷さ
と

所
持
の
鏃や
の
ねな

り
。
諺
に
云
、
近
江
国
勢せ

田た
の

橋は
し

に
於
て
蚣む
か
でを

安
く
退
治
す
、
其
矢や
の

根ね

を
宝
剣
と
し
て
、

代よ

々ゝ

秀ひ
で

郷さ
と

卿き
や
うの

後
裔
蒲が
ま

生ふ

氏
の
家
に
伝
来
す
。
蒲
生
飛
騨
守
氏
郷
に
至
つ
て
秀
吉
公
の
寵
を
蒙
り
、
奥あ
う

州
会あ
ひ

津づ

若
松
の
城
主
と
し
て
知
行

九
十
一
万
九
千
石
を
領
す
。
棄す
て

君ぎ
み

出
誕
の
と
き
吉
瑞
の
名
剣
と
て
秀
吉
公
に
こ
れ
を
献
ず
、
豊ほ
う

太
閤
喜
悦
あ
り
て
棄す
て

君ぎ
み

の
御
守
刀
と
し
給

ふ
。
棄す
て

君ぎ
み

三
歳
に
て
薨ご
う

去き
よ

の
後
遺
骸
を
祥
雲
寺

し
や
う
う
ん
じ

に
蔵
む
、
此
寺
は
大
仏
今
の
智
積
ち
し
や
く

院ゐ
ん

の
地
な
り
。
祥
雲
寺
廃
し
て
後
本
山
妙
心
寺
に
移
す
、

故
に
宝
剣
鎧
兜
及
び
装
束
手て

翫あ
そ
びの

器
物
ま
で
み
な
此
寺
の
什
宝
と
な
る
。
俗
談
に
云
、
蒲
生
飛
騨
守
氏う
ぢ

郷さ
と

此
宝
剣
を
献
ぜ
し
よ
り
蒲が
ま

生ふ

家け

年
を
逐
ふ
て
衰
ふ
、
子
息
藤
三
郎
の
世
に
成
て
会あ
ひ

津づ

を
没
収
せ
ら
れ
て
、
野や

州し
う

宇
都　
ノ

宮
に
て
十
八
万
石
を
賜
ふ
と
ぞ
聞
え
し
〕

○
玉
鳳
院

ぎ
よ
く
ほ
う
ゐ
ん〔

法
堂
の
東
の
方
南
面
な
り
〕
初
め
此
所
花は
な

園ぞ
の

法
皇
宸
居
の
御
殿
な
り
、
崩
御
の

か
ん
さ
り
た
ま
ふ

後
院
号
を
釘
し
、
宸
書
の
尊
影
を
安
置
す
。
南



面
に
唐
門
あ
り
。〔
寺
説
云
、
大
坂
淀よ
ど

屋
右
衛
門
太
郎
金こ
が
ねを

散
じ
て
こ
れ
を
建
る
〕

麟り
ん

徳と
く

殿で
ん

〔
当
寺
の
方
丈
を
い
ふ
、
唐
憲
宗
帝

た
う
の
け
ん
そ
う
て
いの

営
た
ま
ふ
名
義
を
摸
す
。
初
め
此
地
に
麒き

麟り
ん

閣か
く

あ
り
、
此
名
義
は
漢
宣
帝

か
ん
の
せ
ん

功こ
う

臣し
ん

を
麒
麟
閣

に
図
し
、
雄
名
を
賞
す
、
漢
書
の
註
に
麒
麟
閣
は
蕭
何
し
や
う
が

が
造
る
所
に
し
て
秘
書
を
蔵
む
〕

麟り
ん

徳と
く

殿で
ん

〔
東
の
間
、
山
水
。
中
の
間
、
龍
。
西
の
間
、
桐
に
鳳
凰
。
永え
い

徳と
く

筆
〕

法は
ふ

皇わ
う

宸し
ん

影え
い

間の
ま

〔
法
皇
宸
筆
額
、
玉
鳳
院

ぎ
よ
く
ほ
う

と
書
す
、
横
額
な
り
、
唐
戸
の
上
に
掲
る
〕

花は
な

園ぞ
の

法
皇
宸
影
〔
坐
像
、
法
服
色
薄
萠
黄
、
袴
千
種
色
、
飛
紋
八
ツ
藤
、
右
に
念
珠
、
左
に
扇
子
、
御
長た
け

弐
尺
七
八
寸
許
〕

後
屏
に
は
三
片
の
囲
屏
あ
り
、
縁
黒
漆
、
地ち

板い
た

金き
ん

濃だ
み

、
前
に
は
段き
だ

階は
し

三
級
、
黒
漆
長な
げ

押し

の
上
■
花
す
か
し

菱
金
濃
、
其
四
方
は
黒
縁
、
其
下
に
唐

戸
四
枚
、
地
黒
漆
に
し
て
鈿あ
を

螺が
ひ

を
も
つ
て
画
を
作
る
、
四
幅
対
の
如
し
。
諺
に
云
、
此
唐
戸
は
唐
た
う
の

玄げ
ん

宗そ
う

皇
帝
く
わ
う
て
いの

寝
殿
の
具
な
り
と
云
伝
ふ
。

戸
の
内
に
水
引
あ
り
、
花
色
地
の
錦
、
中
央
に
紅
の
華け

鬘ま
ん

を
掲
る
。
其
内
陣
に
宸
影
を
安
置
す
、
右
の
間
の
口
弐
間
の
外
に
左
右
南
面
に

一
間
の
壇
あ
り
、
内
金
濃
、
口
黒
漆
の
障
子
。
其
東
に
安
ず
る
は
将
軍
家
御
代
々
神
牌
、
西
の
壇
に
は
祥
雲
院
殿
画

し
や
う
う
ん
ゐ
ん
で
ん

影
。〔
童
男
白
衣
、

坐
像
、
こ
れ
は
秀
吉
公
の
御
子
棄す
て

君ぎ
み

の
影
像
な
り
〕
信の
ぶ

長な
が

公
、
信の
ぶ

忠た
ゞ

公
、
秀ひ
で

吉よ
し

公
、
武た
け

田だ

信し
ん

玄げ
ん

等
の
牌
を
安
ず
。
両
壇
の
前
、
中
央
に
紫

銅
二
重
宝
塔
あ
り
。〔
高
さ
三
丈
許
〕
其
中
に
唐
木
の
〔
色
薄
黒
く
し
て
晒さ
れ

木ぎ

の
如
く
作
り
た
る
な
り
〕
面
に
南
無
観
世
音
菩
薩
の
文
字

あ
り
、
此
字
は
後
水
尾
院
の
御
爪
に
て
、
南
都
円ゑ
ん

照せ
う

寺じ
ノ

宮み
や

文ぶ
ん

守し
ゆ

尼に

公こ
う

の
御
細
工
な
り
。〔
此
尼
公
は
後
水
尾
帝
等
一
の
皇
女
、
御
母
一
位

局
四
辻
大
納
言
公き
ん

遠と
ほ

卿
の
女む
す
めな

り
〕
又
後
水
ご
み
づ
の

尾を
の

帝
御
み
か
ど

鬢
水
入
を
も
つ
て
此
仏
号
の
後
光
ご
く
わ
う

に
准
じ
給
ふ
。



○
拈ね
ん

華げ

室し
つ

、
此
所
法
皇
の
玉
座
な
り
。〔
右
方
丈
東
壇
の
東
方
弐
間
の
御
間
〕
額
、
拈ね
ん

華げ

堂だ
う

〔
横
額
、
雪
江か
う

和
尚
筆
。
当
山
六
世
な
り
、
間

の
口
南
面
長な
げ

押し

の
上
に
掲
る
〕
間
の
内
北
の
壁
東
の
方
に
寄
せ
て
床
あ
り
、
金
張
附
、
画
は
萩
、
芙
蓉
、
右
の
方
袋
棚
、
画
は
枇
杷
、
桃
、

柿
、
葡
萄
。〔
益ま
す

信の
ぶ

筆
〕
其
下
違
棚
〔
金
具
黄
金
〕
中
台
厚
畳
、
上
に
褥
あ
り
こ
れ
宸
座
な
り
。

○
開か
い

山さ
ん

堂だ
う

〔
方
丈
の
東
に
あ
り
〕
額
、
微み

笑せ
う

庵あ
ん

（
横
額
）
雪せ
つ

江
筆
か
う
の
ふ
で〔

開
山
の
像
を
安
ず
る
所
は
別
に
作
つ
て
、
北
の
方
に
退
く
事
弐
間
、
其

東
の
側
西
向
に
壇
あ
り
、
碑
の
如
き
の
板
高
サ
五
尺
許
、
亀か
め

■の
せ

に
立
る
。
こ
れ
に
開
山
国
師
の
行
状
記
を
彫
刻
す
。
其
北
高
サ
三
尺
段き
だ

階は
し

四
級
、
欄
干
葱ぎ

宝ぼ

珠し
ゆ

共
に
黒
漆
、
内
戸
張
水
引
紺
地
唐
織
、
中
に
紅
の
華げ

鬘ま
ん

を
か
く
る
、
内
の
中
台
高
サ
三
尺
、
う
し
ろ
に
囲
屏
三
枚
を

た
つ
る
、
高
サ
六
尺
許
〕

関
山
国
師
像

く
わ
ん
ざ
ん
こ
く
し
の
ざ
う〔

長
三
み
た
け

尺
余
、
椅
子
に
か
く
る
、
法
服
青
地
飛
紋
の
純ど
ん

子す

、
手
に
竹し
つ

蓖ぺ
い

を
持
。
此
像
を
彫
刻
の
時
化
人
来
つ
て
国
師
の
頭
面

を
与
ふ
、
其
面
貌
生
る
が
如
し
、
何
れ
の
人
の
作
り
た
る
事
を
し
ら
ず
、
自じ

然ね
ん

の
出
現
に
し
て
霊
物
な
り
。
影
前
に
毎ま
い

朝て
う

手て
う

水ず

を
典そ
な

へ
、

又
菓
子
鼻
紙
を
供
ず
〕

一
休
拝
関
山
塔
頌

荒

草

不

鋤

乃

祖　
ノ

玄
。

涅

槃

正

法

妙

心　
ノ

禅
。

杜

鵑

叫　
ヒ

落

関

山　
ノ

月
。

誰　
カ

在2

華

園

躑

躅

前　
ニ1

。

○
涅ね

槃は
ん

堂だ
う

〔
同
所
東
の
方
西
向
に
あ
り
、
小
堂
内
敷
瓦
〕
紫か
ら

銅
涅
か
ね
の
ね

槃は
ん

像ざ
う

〔
長
三
み
た
け

尺
許ば
か
り、

像
面
世
に
あ
る
画
像
の
如
し
、
人
面
み
な
滅め
つ

金き

を
も



つ
て
彫
。
傍
に
祖
師
の
牌
を
安
ず
〕

○
祥
雲
院
殿
魂
舎

し
や
う
う
ん
ゐ
ん
で
ん
の
た
ま
や〔

同
所
の
西
の
方
南
面
に
あ
り
〕
棄
君
像

す
て
ぎ
み
の
ざ
う〔

長
壱
尺
五
寸
許
、
白
衣
を
着
し
、
船
に
乗
ず
る
の
像
を
安
置
す
。
此
船
は
棄

君
平
生
玩
弄
給

も
て
あ
そ
び

ふ
具
な
り
。
伝
云
、
棄
君
三
歳
の
時
、
伏
見
城
中
池

ふ
し
み
じ
や
う
ち
ゆ
う
い
けの

面
に
此
船
を
浮
べ
遊
び
給
ひ
て
、
終
に
墜だ

溺ね
う

し
て
葬
れ
給
ふ
な
り

と
ぞ
。
祥
雲
院
殿
玉
巌
麟
公
神
童

ぎ
よ
く
が
ん
り
ん
こ
う
し
ん
ど
うと

号
す
。
秀
吉
公
の
御
子
に
し
て
秀ひ
で

頼よ
り

公
の
御
舎
兄
な
り
、
名
を
八は
ち

幡ま
ん

太
郎
と
称
す
、
御
母
は
浅あ
さ

井ゐ

備
前
び
ぜ
ん
の

守か
み

長な
が

政ま
さ

の
女む
す
めに

し
て
秀
吉
公
の
妾
と
し
、
棄
君
を
産
、
石
河
伊
賀
守
を
も
つ
て
傅も
り

と
し
給
ふ
。
秀
吉
公
五
十
歳
を
逾こ
え

た
ま
ひ
て
は
じ

め
て
棄
君
を
得
給
ふ
、
憙
悦
酷
だ
し
う
し
て
寵
大
い
つ
く
し
みか

た
な
ら
ず
、
海か
い

内だ
い

列
国
の
諸
侯
前

だ
い
み
よ
う

後
を
争
ふ
て
祝
賀
を
献
ず
。
祥
雲
寺
初
め
は
東
山

の
麓
、
大
仏
殿
の
南
、
今
の
智
積
ち
し
や
く

院ゐ
ん

の
地
な
り
。
棄
君
早
世
の
時
御ご

菩ぼ

提だ
い

所
と
し
て
、
秀
吉
公
命
令
を
下
し
て
営
建
し
、
南な
ん

化く
わ

和
尚
を
請

じ
て
住
職
と
し
給
ふ
。
南
化
入
寂
の
後
、
其き

蔵ざ
う

主す

に
附
す
。
此
其き

蔵ざ
う

主す

と
い
ふ
は
織お

田だ

常つ
ね

信の
ぶ

の
子
に
て
、
秀
吉
公
の
門
族
な
り
、
此
人
年

弱わ
か
くし

て
南
化
の
法
子
海
南
こ
ゝ
を
伝
ふ
。
海
南
祥
雲
寺
を
奪
ふ
て
自
住
の
逆
意
あ
り
、
妙
心
寺
の
南
化
派
起
つ
て
海
南
点て
ん

擯ひ
ん

し
退
去
な
さ

し
む
。
其
蔵
主
も
法
嗣
立
が
た
く
し
て
遂
に
還
俗
す
。
於4
是
祥
雲
寺
空
席
と
な
り
し
か
ば
、
関
東

く
わ
ん
と
う

将
軍
家

し
や
う
ぐ
ん

の
厳
命
あ
り
て
、
禅
宗
を
変

じ
て
真
言
新
義
の
本
寺
を
再
興
あ
り
て
智
積
ち
し
や
く

院ゐ
ん

と
改
む
、
故
に
祥
雲
院
を
妙
心
寺
に
移
し
て
、
棄
君
の
遺
物
妙
心
寺
宝
庫
に
蔵お
さ
むる

な
り
〕

○
風ふ
う

水す
ゐ

泉せ
ん

〔
玉
鳳
院
に
あ
り
、
名
泉
清
潔
な
り
〕

○
信
長
塔
○

の
ぶ
な
が
の
た
ふ

信
忠
塔

の
ぶ
た
だ
の

○
武た
け

田だ

信し
ん

玄
塔
げ
ん
の

○
同
勝か
つ

頼
塔
よ
り
の

〔
信
玄
四
男
〕
○
信の
ぶ

勝
塔
か
つ
の

〔
勝
頼
一
男
〕

○
信の
ぶ

豊
塔
と
よ
の

〔
信し
ん

玄げ
ん

弟
信の
ぶ

繁し
げ

の
子
、
左さ

馬ま
の

助
と
号
す
〕



妙
心
寺
塔た
つ

頭ち
う

○
天て
ん

授じ
ゆ

院ゐ
ん

〔
妙
心
寺
第
二
世
授じ
ゆ

翁を
う

宗そ
う

弼ひ
つ

和
尚
を
天
授
院
の
開
基
と
す
。
伝
に
云
、
此
授じ
ゆ

翁を
う

和
尚
は
俗
姓
万ま

里で
の

小こ
う

路ぢ

中
納
言
藤ふ
ぢ

房ふ
さ

卿き
や
うな

り
、
建

武
二
年
三
月
十
一
日
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
八や

幡は
た

行み

幸ゆ
き

の
時
供ぐ

奉ぶ

し
、
龍
顔
に
近
づ
き
ま
い
ら
せ
、
余
所
な
が
ら
御
暇
乞
し
て
、
還
幸
の
道
よ
り
侍さ
む

士ら
ひ

壱
人
を
召
具
し
密
に
忍
び
行
て
、
北き
た

山
岩い
は

倉く
ら

と
い
ふ
所
に
趣
き
、
不ふ

二に

房ぼ
う

と
い
ふ
僧
を
戒
師
と
し
て
、
多
年
の
儒
冠
を
脱
て
十
戒
持
律

の
法
躰
の
身
と
な
ら
せ
給
ふ
事
、
太
平
記
に
詳
な

つ
ま
び
ら
か

り
。
そ
れ
よ
り
東
西
の
国
々
へ
さ
す
ら
え
、
程
へ
て
都
に
帰
り
、
俗
姓
を
密か
く

し
、
関
山

国
師
の
法
嗣
と
し
て
授
翁
宗
弼
と
号
し
、
妙
心
寺
第
二
世
と
成
。
老
後
に
は
近
江
国
石い
し

部べ

水み
な

口く
ち

の
間
妙
感
寺
と
い
ふ
に
幽
棲
し
、
坐
禅
の

窓
に
は
風
月
を
楽
し
み
、
延
元
三
年
の
秋
先
帝
崩か
く

れ
さ
せ
給
ふ
を
伝
へ
聞
て
、
断
腸
の
思
ひ
止
ず
、
桑さ
う

田で
ん

碧へ
き

海か
い

須し
ゆ

臾ゆ

に
改
る
事
を
嘆
じ
、

終
に
康
暦
二
年
三
月
廿
八
日
、
妙め
う

感か
ん

寺じ

に
於
て
遷せ
ん

化げ

し
た
ま
ふ
、
御
齢
八
十
五
、
勅
諡
ち
よ
く
し

神し
ん

光
寂
照
禅
師

く
わ
う
じ
や
く
せ
う
ぜ
ん
じ。

今
に
お
い
て
遠
忌
あ
る
ひ
は
祥

月
忌き

日に
ち

に
は
、
万
里
小
路
家
よ
り
使
者
あ
り
と
ぞ
聞
え
し
。
藤
房
卿
の
書
給
ふ
和
歌
妙
感
寺
の
什
宝
と
す
。
東と
う

海か
い

道だ
う

名め
い

所し
よ

図づ

会ゑ

に
も
妙
感

寺
出
せ
り
〕

抑そ
も

く
藤
房
卿
遯

ふ
じ
ふ
さ
き
や
う

世
し
給
ひ
て
後
、
諸
国
を
径
回
し
て
弐
拾
余
年
を
過
て
、
南
朝
正
平
十
一
年
〔
北
朝
延
文
元
年
に
当
る
〕
六
十
一
歳
の
時
、

妙
心
寺
に
入
て
関
山
国
師

く
わ
ん
ざ
ん
こ
く
し

に
法
を
嗣
で
、
授じ
ゆ

翁を
う

和お

尚し
や
うと

称
し
第
二
世
と
な
り
給
ふ
事
、
本
朝
遯
史
、
大
日
本
史
、
羅
山
子
賛
、
高か
う

泉せ
ん

の
禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝
伝
、
太
平
記
、
三
忠
伝
等
に
分
明
な
ら
ず
。
独
深
草
元

ひ
と
り
ふ
か
く
さ

政
の
隠
逸
伝
に
は
こ
れ
を
暁さ
と

せ
り
。
愚
按
ぐ
あ
ん
ず

る
に
、
其
頃
南な
ん

朝て
う

日
を
追
ふ
て

微
に
し
て
、
尊た
か

氏う
ぢ

将
軍
権
を
握
り
威
勢
ま
す
ま
す
熾さ
か
んな

り
。
顧お
も
ふに

高
傑
の
隠
逸
な
れ
ば
、
人
に
知
ら
れ
ん
事
を
厭
て
名
を
裏つ
ゝ

み
、
姿
を
変



じ
て
諸
国
を
修
行
し
、
洛ら
く

西さ
い

に
来
り
、
関
山
の
法
嗣
と
成
て
、
双
岡

な
ら
び
の
を
かの

東
な
る
池い
け

上が
み

の
〔
今
土
人
池い
け

亀か
め

村
と
云
〕
杉
菴
す
ぎ
の
あ
んに

蟄ち
つ

し
て
、
後の
ち

天て
ん

授じ
ゆ

院ゐ
ん

を
開
基
し
給
ふ
。
此
天
授
の
文
字
は
、
南
朝
第
四
代　
ノ

帝
後
み
か
ど
ご

亀か
め

山
院
や
ま
の
ゐ
ん〔

後
醍
醐
天
皇
の
季す
ゑ

の
皇
子
な
り
、
諱
熈
成
王

い
み
な
て
る
な
り
わ
う〕

即
位
の
年
号
な

り
。〔
北
朝
永
和
元
年
に
当
る
〕
渾す
べ

て
年
号
を
も
て
寺
号
と
す
る
例
多
し
。
又
按
ず
る
に
、
授じ
ゆ

翁を
う

の
授
の
字
も
こ
れ
を
用
ひ
給
ひ
な
ん
や
、

天
授
を
院る
ん

号が
う

自じ

号が
う

に
冠
ら
せ
て
、
南
朝
の
君
恩
を
報
ぜ
給
は
ん
名
賢
の
験し
る
しな

る
べ
し
。
往
々
の
古
哲
深
く
考
ざ
る
は
麁そ

な
る
べ
し
。
し
か

し
な
が
ら
後ご

西さ
い

院ゐ
ん

の
御
時
、
神
光
寂
照
禅
師

し
ん
く
わ
う
じ
や
く
せ
う
ぜ
ん
じの

勅
諡
ち
よ
く
し

あ
れ
ば
、
其
頃
よ
り
顕
れ
し
ら
る
べ
し
。
特こ
と

に
近
年
明
和
四
年
の
春
、
下し
も

野つ
け
の

国く
に

都つ

賀が

郡
西
見

ご
ほ
り
に
し
み

野の

村む
ら

長
光
寺
境

ち
や
う
く
わ
う
じ

内
よ
り
掘
出
せ
し
宝
器
あ
り
。〔
左
に
図
を
あ
ら
は
す
〕
こ
れ
ら
に
て
愈
い
よ
　く決

定
す
。
此
宝
器
領
主
よ
り
将
軍
家

の
台
覧
に
備
、
葵
御
紋
の
御
櫃
を
賜
ふ
、
毎ま
い

歳さ
い

一
度
づ
ゝ
其
領
主
よ
り
検
分
あ
る
よ
し
を
命
ぜ
ら
る
。
然
る
に
妙
心
寺
の
末ま
つ

院ゐ
ん

江え

戸ど

牛う
し

込ご
み

済さ
い

松
寺
し
よ
う
じ

の
吹す
ゐ

挙き
よ

に
よ
つ
て
、
官
家
へ
申
上
て
今
天て
ん

授じ
ゆ

院ゐ
ん

に
贈
り
て
霊
宝
と
な
る
。
当
時
四
百
余
年
の
後
ま
で
も
忠
賢
を
覆
ひ
徳
を
匿
し
給

ふ
事
、
こ
れ
ぞ
隠
逸
の
い
さ
ぎ
よ
き
な
る
べ
し
。
龍
蓬
比
干
が
諌い
さ
めに

死
し
、
伯は
く

夷
叔
ゐ
し
ゆ
く

斉せ
い

が
首
陽
を
踏
、
屈
平
が
漁
父
の
辞こ
と
ばも

い
ま
だ
し
な

り
。
忠ち
う

臣し
ん

名め
い

賢け
ん

の
清
浄
无
塵
空
虚
自

し
や
う
じ
や
う
む
ぢ
ん
く
う
き
よ

性
の
月
の
ほ
が
ら
か
な
る
は
、
其
頃
関
山
国
師
よ
り
外
に
し
ら
れ
ざ
る
と
ぞ
お
も
は
れ
け
る
。

○
天て
ん

授じ
ゆ

院ゐ
ん

霊
宝
〔
藤ふ
ぢ

房ふ
さ

卿
遺
き
や
う

物
四
品
〕

○
明
和
四
年
丁
亥
正
月
廿
八
日
、
下し
も

野
国
都

つ
け
の
く
に
つ

賀
郡
が
ご
ほ
り

西に
し

見み

野の

村む
ら

長
光
寺

ち
や
う
く
わ
う
じ〔

古
、
い
に
し
へ

済
家
宗
、
後
、
曹
洞
宗
〕
境
内
山
壊く
づ
れし

跡
よ
り
掘
出
す
品
類
図
。

古
　
鏡
　
図
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云
、
大
織
冠
鎌
足
六
代
閑
院
左
大
臣
冬
嗣
公
七
男
内
舎
人
良
門
、
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二
代
経
房
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田
）
定
経
、
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経
、
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経
、
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俊
、

資
通
、
宣
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房
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云
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○
興
国
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朝
後
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上
帝
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位
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な
り
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皇
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年
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な
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の

径わ
た
り

三
寸
八
分

柄え
の

長な
が
さ

二
寸
八
分

柄え
の

幅は
ゞ

上
　
五
分
　
　
下
　
六
分

裏う

体ら

整　
テ2

衣
冠　
ヲ1

尊　
ム2

贍
視　
ヲ1

書
言
故
事
出

整　
テ2

其
衣
冠　
ヲ1

尊　
ム2

其
贍
視　
テ1

朱
晦
菴
敬
斎　
ノ

箴
之
語

○
紫
銅
塔

か
ら
か
ね
の
た
ふ〔

図
の
如
く
塔
内
に
正
観
音
一
躯
〕
○
古
鏡
一
面
〔
図
の
如
し
〕

○
古
銭
九
百
九
拾
壱
文
〔
按
る
に
、
此
古
銭
は
写
経
一
字
三
礼
千
部
の
数
と
り
に
聚あ
つ
めて

こ
ゝ
に
納
ら
る
ゝ
な
り
。
但
し
此
内
掘
出
し
た
る
後
、



欠
亡
銭
十
五
文
、
存
在
の
銭ぜ
に

九
百
七
十
六
文
、
各
文
字
替
な
り
。
此
内
四
百
七
十
三
文
文
字
分
明
な
ら
ず
、
四
十
三
文
欠
銭
な
り
。
四
百

六
十
文
、
文
字
左
の
通
〕

皇
宋
通
宝
　
四
十
二
文
　
　
　
　
元
祐
通
宝
　
八

十

文
　
　
　
　
至
元
通
宝
　
三
　
　
文

至
和
通
宝
　
五
　
　
文
　
　
　
　
熙
寧
元
宝
　
四
十
九
文
　
　
　
　
元
豊
通
宝
　
百
十
九
文

元
符
通
宝
　
拾

六

文
　
　
　
　
政
和
通
宝
　
拾

五

文
　
　
　
　
祥
符
元
宝
　
廿

二

文

嘉
祐
元
宝
　
五
　
　
文
　
　
　
　
開
元
通
宝
　
四
　
　
文
　
　
　
　
嘉
祐
通
宝
　
壱
　
　
文

淳
化
元
宝
　
壱
　
　
文
　
　
　
　
咸
平
元
宝
　
五
　
　
文
　
　
　
　
皇
宋
元
宝
　
弐
　
　
文

天
聖
元
宝
　
廿

八

文
　
　
　
　
大
禧
通
宝
　
十

弐

文
　
　
　
　
紹
聖
元
宝
　
十

六

文

大
平
通
宝
　
弐
　
　
文
　
　
　
　
明
道
元
宝
　
弐
　
　
文
　
　
　
　
治
平
元
宝
　
十

五

文

景
徳
元
宝
　
九
　
　
文
　
　
　
　
至
道
元
宝
　
弐
　
　
文
　
　
　
　
治
平
通
宝
　
弐
　
　
文

宋
元
通
宝
　
壱
　
　
文
　
　
　
　
宣
和
通
宝
　
弐
　
　
文

〔
文
字
不
分
明
共
に
都
合
弐
拾
七
品
、
右
古
銭
在2

壺
中　
ニ1

掘
出
之
時
壺
破
壊
矣
〕

○
経
文
切

き
や
う
も
ん
き
れ〔

壺
中
に
あ
り
、
雲き
ら

母ゝ

紙
に
書
写
の
経
文
と
相
見
ゆ
、
皆
朽
損
す
、
残
紙
少
々
堅
め
置
な
り
〕

〔
已
上
四
箇
品
〕



万
里
小
路
藤
房
卿
は
幼
よ

い
と
け
な
き

り
お
ほ
く
の
書
ど
も
を
明
ら
め
給
ひ
て
、
上
へ
の
御
た
め
に
は
又
な
き
重
臣
に
て
お
は
し
け
る
。
十
歳
の
春
、

上
へ
よ
り
人
々
年
の
は
じ
め
の
祝
詠
つ
か
う
ま
つ
り
侍
る
べ
し
と
仰
下
さ
れ
け
る
に
、
金
玉
の
こ
と
葉
を
は
き
或
は
幽
妙
を
尽
し
て
人
々

詩
歌
を
つ
か
う
ま
つ
ら
れ
け
る
に
、
藤
房
卿
詩
作
り
て
奉
ら
れ
た
り
け
る
。

春
来
品
物
都　
テ

春
容
。

木
母
花
開　
テ

香
正　
ニ

濃　
ナ
リ。

藤
　
　
　
　
　
房

今
日
大
平
三
朝　
ノ

旦　
タ

。

家
々
酔
賞
更　
ニ

飛　
ス4

鍾
。
サ
カ
ヅ
キ
ヲ

此
詩
を
か
い
て
奏
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
龍
顔
特こ
と

に
う
る
は
し
き
御
事
に
て
、
此
お
さ
な
も
の
よ
ろ
し
く
つ
と
め
し
む
べ
し
な
ど
、
父
の
卿
へ

仰
下
さ
れ
侍
り
け
る
と
ぞ
。

授じ
ゆ

翁を
う

和
尚
自
賛
　
〔
此
像
、
妙
心
寺
塔
頭
天て
ん

授じ
ゆ

院ゐ
ん

の
蔵
な
り
〕

朝
遊
夕
処
。

威
音
王
前
。

不
立
家
国
。

坐
断
大
子
。

無
因
無
果
。

白
日
青
天
。

七
凹
八
凸
。

仏
祖
不
伝
。

応
安
初
元
八
月
　
　
　
　
　
宗
弼
上
人
授
翁
叟
書
于
見
麼
軒

〔
按
ず
る
に
、
此
応
安
元
年
は
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
崩
御
よ
り
廿
三
年
の
後
な
り
、
又
関
山
国

く
わ
ん
ざ
ん

師
遷
化
延
文
五
年
の
翌あ
く

る
年
な
り
、
授じ
ゆ

翁を
う

和
尚
の
入

寂
は
関
山
国

く
わ
ん
ざ
ん

師
よ
り
二
十
年
後
な
り
〕

覚
印
天
沢
東
胤
録
云
　
　
徽
号
勅
書
云
、
況
又
藤
房
者
王
佐　
ノ

才
鳴　
ル2

於
世
間　
ニ1

矣
。



元
政
扶
桑
隠
逸
伝
云
　
　
藤
房
卿
為4 　

ナ
リ

僧　
ト

嗣　
ク2

関
山
之
法　
ヲ1

、
授
翁
宗
弼
是
也
。〔
出
家
年
歴
不
記
〕

如
常
六
祖
伝
云
　
　
　
　
藤
房
卿
出
家
　
四
十
二

卍
元
延
宝
伝
燈
録
　
　
　
藤
房
卿
出
家
　
三
十
八

高
泉
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
云
　
　
藤
房
卿
出
家
　
三
十
八

〔
藤
房
卿
出
家
し
給
ふ
年
記
粗ほ
ゞ

相
違
へ
り
。
按
ず
る
に
、
石い
は

清し

水み
づ

還
幸
く
わ
ん
か
うの

道
よ
り
、
北き
た

岩い
は

倉く
ら

不ふ

二に

房ば
う

へ
入
つ
て
剃
髪
し
給
ふ
は
建
武
二
年
三

月
な
り
。
此
年
の
七
月
足あ
し

利か
ゞ

左さ

馬ま
の

頭か
み

直た
ゞ

義よ
し

淵ふ
ち

辺べ

伊い

賀が
の

守
に
命
じ
て
大
塔
宮
護
良
親
王

お
ほ
た
ふ
の
み
や
も
り
な
が
し
ん
わ
うを

殺
害
し
奉
る
、
又
此
翌あ
く

る
歳
延
元
元
年
五
月
に
は
楠
く
す
の
き

正
成
ま
さ
し
げ

兵
庫
ひ
や
う
ご

湊
川
み
な
と

に
て
討
死
す
、
か
う
や
う
な
る
転
変
を
早
く
察
し
鑑
み
て
出
家
し
給
ふ
と
見
え
た
り
。
康
暦
二
年
の
入
寂
よ
り
あ
と
へ
戻
り

て
建
武
二
年
ま
で
は
四
十
五
年
な
り
。
然
れ
ば
入
寂
の
年
齢
八
十
五
歳
の
中う
ち

に
て
四
十
五
年
を
引
ば
、
出
家
し
給
ふ
年
四
十
歳
な
る
べ
し
〕

○
藤ふ
ぢ

房ふ
さ

卿
髪
塚

き
や
う
か
み
づ
か〔

北き
た

岩い
は

倉く
ら

大
雲う
ん

寺
観
音
堂

く
わ
ん
お
ん
だ
うに

登
る
石い
し

階だ
ん

の
東
壱
ひ
が
し

町
許
林
の
中
に
石
塔
婆
あ
り
、
こ
れ
を
い
ふ
、
高
サ
五
尺
余
〕

伝
聞
つ
た
へ
き
く、

こ
ゝ
に
初
妙め
う

心し
ん

寺じ

に
住
せ
し
樹じ
ゆ

下か

菴あ
ん

祖そ

芳は
う

と
い
ふ
僧
あ
り
。
此
人
彼
卿
の
古
墳
を
尋
ん
と
て
、
北き
た

岩い
は

倉く
ら

の
ほ
と
り
を
逍
遥
す
る
に
、

路
の
側
に
藤ふ
ぢ

房ふ
さ

卿
髪
塚

き
や
う
か
み
づ
かと

い
ふ
小
き
標
札
あ
り
、
即
ち
林
中
に
入
つ
て
見
る
に
、
荊
棘
け
い
き
よ
くあ

た
り
に
蔓は
び
こり

蒼
苔
露
な
め
ら
か
な
り
、
閑し
づ
かに

こ
れ

を
剥は
ら
ひて

見
れ
ど
も
文
字
も
な
し
、
此
標
札
を
建
し
人
こ
そ
便た
よ
りな

る
べ
し
と
て
、
あ
た
り
の
人
に
尋
ぬ
れ
ど
も
曾か
つ

て
し
る
人
も
あ
ら
ず
。
因4

茲
仏
智
を
憑た
の
まん

と
て
、
一
七
ケ
日
の
歩
を
運
ん
で
観
音
へ
祈
誓
す
、
毎
事
詣
す
る
毎
に
此
古
墳
を
拝
す
。
第
三
日
に
当
る
日
、
法
躰
の
老
人

帯
刀
し
黒
き
羽
織
を
着
し
て
出
来
り
、
古
塚
を
礼
拝
す
る
事
最い
と

殊
勝
な
り
。
祖そ

芳は
う

師し

■う
れ

し
く
お
も
ひ
、
早
く
立
寄
問
て
云
、
此
石
塔
婆
は
い



か
な
る
人
の
塚
な
ら
ん
と
尋
れ
ば
。
こ
れ
こ
そ
万ま

里で
の

小こ
う

路ぢ

藤ふ
ぢ

房ふ
さ

卿き
や
うの

髪
塚
に
て
、
此
地
は
不ふ

二に

房ぼ
う

の
旧
蹟
な
り
、
某
そ
れ
が
しは

当
山
岩
倉
実
相
院
宮

い
は
く
ら
じ
つ
さ
う
ゐ
ん
の
み
や

の
候
人
上か
み

河か

原は
ら

氏う
ぢ

と
い
ふ
、
こ
れ
ぞ
藤ふ
ぢ

房ふ
さ

の
旧
蹟
と
い
ふ
事
御
殿
の
旧
記
に
予
見
え
た
り
。
然
る
に
今
よ
り
三
十
年
前
暴お
ほ

風
烈
し
き
時
、
此

塔
の
下
へ
根
の
蔓
る
大
木
の
松
倒
れ
け
り
、
其
時
塔
も
倶
に
転
び
け
る
に
、
台
石
よ
り
二
重
目
の
石
空
虚
に
て
、
其
中
に
銅
あ
か
ゞ
ねの

筒
長
サ
五
寸

亘
四
わ
た
り

寸
許
り
な
る
が
出
て
、
筒
中
に
髪
筋
と
お
ぼ
し
き
物
あ
り
、
故
に

か
る
が
ゆ
ゑ

髪
塚
と
い
ふ
事
旧
記
に
符
合
し
て
明
白
な
れ
ば
、
近
年
我
標
札
を
建

置
し
と
語
ら
れ
け
る
。
祖そ

芳は
う

師し

大
に
怡い

悦え
つ

し
て
、
こ
れ
大
悲
の
霊
応
な
り
と
て
拝
謝
し
、
辺
の
榛
荊
を
藉か
り

て
、
遂
に
天て
ん

授じ
ゆ

院ゐ
ん

よ
り
碑
を
建
ら

れ
け
る
な
り
。

〔
此
石
塔
山さ
ん

州し
う

名め
い

跡せ
き

志し

に
は
瘧
塚
ぎ
や
く
づ
かと

号
て
、
瘧お
こ
りを

病
む
者
こ
れ
に
祈
れ
ば
忽
落
て
平
癒
す
と
書
り
〕

碑
表
　
万
里
小
路
中
納
言
藤
房
卿
髪
塔
　
十
二
字
記
百
八
十
字

記
　
　
　
曰

山
城
州
北
巌
倉
大
雲
教
寺
封
境
。
不
二
房　
ノ

旧
址
。
有2
一
基　
ノ

石
浮
図1

。
伝　
ヘ

言　
フ

藤
房
卿　
ノ

髪
塔　
ト

。
往
昔
建
武
甲
戌
之
冬
。
藤
房
掛　
テ4

冠　
ヲ

遁　
ル2

蹤　
ヲ

岩
倉　
ニ1

。
礼2 　

シ
テ

於
不
二
房
法
一　
ヲ1

薙
髪　
ス

。
自　
リ4

爾　
レ

■　
リ4

彩
韜　
ミ4

光　
ヲ

居　
ニ

無　
シ2

定
処1

。
此　
ノ

塔
久　
ク

歴　
テ2

星
霜　
ヲ1

古
貌
巍
然　
タ
リ。

蔵2 　
メ
テ

髪　
ヲ

銅
筒　
ニ1

安　
ス2

塔　
ノ

之
中
央　
ニ1

。

窃　
カ
ニ

惟　
レ
ハ

法
一
追2

感　
シ
テ

藤
房　
ノ

賢
徳　
ヲ1

建　
ル4

之　
ヲ

乎
。
藤
房
東
脩
西
練
。
後　
チ

登　
テ2

洛
西　
ノ

正
法
山　
ニ1

受　
ク2

関
山
国
師　
ノ

衣
法　
ヲ1

。
遂
為　
ル2

妙
心
禅
寺　
ノ

第
二
世　
ト1

。

諱　
ハ

宗
弼
。
字　
ハ

授
翁
。
敕
諡
神
光
寂
照
禅
師
是　
レ

也
。
今
恐2 　

レ
テ

荊
榛
荒
凉
不5 　

ル
ヲ

可4
識　
ル

。
彫2

刻　
シ
テ

片
石　
ヲ1

記　
シ2

其　
ノ

概
略　
ヲ1

。
以　
テ

為　
ス2

後
標　
ト1

。

寛
政
二
年
庚
戌
三
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
芳
焚
香
謹
識



石
工
　
　
左
京
　
　
今
津
庄
三
郎
刻
之

太
平
記
云
　
　
藤
房
卿
後ご

醍だ
い

醐ご

帝て
い

に
仕
て
諌か
ん

奏そ
う

旨む
ね

に
忤さ
か

ふ
な
れ
ば
、
窃ひ
そ
かに

北
山
の
岩い
は

倉く
ら

に
遁
れ
薙
髪
し
て
不ふ

二に

房ば
う

と
い
ふ
者
を
戒
師
と
す
。

帝
悔
て
父
宣の
ぶ

房ふ
さ

を
し
て
こ
れ
を
追
し
む
、
藤
房
此
暁
岩
倉
を
去
給
ふ
。
宣
房
到
り
給
ふ
に
空
房
の
み
、
壁
を
見
れ
ば
和
歌
あ
り
。

住
す
つ
る
山
を
浮
世
の
人
と
は
ゞ
あ
ら
し
や
庭
の
松
に
こ
た
へ
ん

〔
此
和
歌
に
丹
波
国
を
去
り
し
時
と
い
ふ
前
書
あ
り
て
、
藤
房
卿
の
真し
ん

蹟せ
き

江が
う

州し
う

横よ
こ

田た

川が
は

の
ほ
と
り
妙め
う

感か
ん

寺じ

の
什
宝
と
す
。
む
か
し
太
平
記
の

作
者
此
和
歌
を
聞
伝
へ
て
、
岩
倉
不
二
房
に
出
し
た
り
。
然
れ
ど
も
前
夜
ま
へ
の
よ

に
来
つ
て
剃
髪
し
、
其
暁
直
に
出
去
給
ひ
し
を
、
住
す
つ
る
の
五

文
字
齟そ

齬ご

せ
り
、
な
ほ
後
考
を
ま
つ
な
り
〕

吉
野
拾
遺
伝
　
　
越
前
鷲わ
し

巣す

山や
ま

に
て
畑は
た

六
郎
左
衛
門
時と
き

能よ
し

見
ま
い
ら
せ
て
、
其
後
一
条
少
将
を
伴
行
ば
見
え
給
は
ず
、
こ
ゝ
も
又
浮
世
の
人

の
問
く
れ
ば
空
行
雲
に
宿
も
と
め
て
ん

一
条
少
将
手
跡
を
よ
く
見
し
り
玉
は
ず
、
年
月
を
合
せ
て
み
れ
ば
君
が
住
宿
と
云
こ
さ
れ
し
は
後
の
事
な
り
、
越こ
し

の
方
よ
り
筑つ
く

紫し

へ
通

り
給
ふ
ら
ん
折
に
や
、
其
後
は
絶
て
御
音
信
も
聞
ざ
り
し
。

〔
此
時
越ゑ
ち

前ぜ
ん

は
足あ
す

羽は

黒く
ろ

丸ま
る

の
城じ
や
うの

合
戦
に
て
干か
ん

戈く
わ

の
音
止
む
時
な
し
、
藤
房
卿
乱
を
避
給
ふ
て
辺
鄙
遠
境
修
行
あ
る
に
、
越ゑ
ち

前ぜ
ん

へ
は
越
ざ
る

ま
じ
、
な
ほ
お
ぼ
つ
か
な
し
〕

○
退た
い

蔵ざ
う

院ゐ
ん

〔
当
山
三
世
無む

因い
ん

宗そ
う

因い
ん

和
尚
開
基
す
、
又
日に
つ

峯ぽ
う

和
尚
中
興
す
。
初
め
波は

多た

野の

出
雲
守
無
因
の
為
に
建
立
し
、
庭
中
は
画
聖せ
い

古こ

法は
ふ

眼げ
ん



元も
と

信の
ぶ

の
作
な
り
、
他
に
此
類
少
し
〕

○
養や
う

源げ
ん

院ゐ
ん

〔
当
山
第
四
世
、
日
峯ぽ
う

宗そ
う

舜
建
し
ゆ
ん

立
〕

○
如に
よ

是ぜ

院ゐ
ん

〔
当
山
第
五
世
、
義
天
玄げ
ん

承
建
し
よ
う

立
〕

○
衡か
う

梅ば
い

院ゐ
ん

〔
当
山
第
六
世
雪せ
つ

江か
う

宗そ
う

深し
ん

建
立
、
天て
ん

秀し
う

方
丈
を
営
ず
、
真ま

野の

蔵く
ら

人ん
ど

判
金
五
枚
を
喜
捨
し
て
助4 た

す
く

之こ
れ
を、

此
子
孫
駒こ
ま

田だ

権
兵
衛
仕　
フ2

松
平

伊
賀
守
殿　
ニ1

、
当
院
の
庭
中
奇
な
り
。
雪
江
松
の
事
前
に
見
え
た
り
〕

〔
右
微
笑
庵
已
下
当
山
六
祖
と
い
ふ
〕

△
龍り
う

泉せ
ん

菴あ
ん

〔
景
堂
、
創
建
。
同
、
有4

塔
〕

△
東と
う

海か
い

菴あ
ん

〔
悟ご

溪け
い

宗
頓と
ん

創
建
、
檀
越
石い
し

河か
う

掃
部
か
も
ん

建
立
〕

△
霊れ
い

雲う
ん

院ゐ
ん

〔
特と
く

芳は
う

禅ぜ
ん

傑け
つ

開
基
。
当
菴
襖
の
画
み
な
古こ

法は
ふ

眼げ
ん

の
筆
な
り
、
今
取
て
軸
物
と
す
。
庭
は
相
国
寺
の
是ぜ

庵あ
ん

の
作
と
ぞ
。
伝
に
云
、
霊れ
い

雲う
ん

院ゐ
ん

は
曾
て
後ご

奈な

良ら
の

院ゐ
ん

臨り
ん

幸か
う

の
所
な
り
、
故
に
大
休
和
尚
退
隠
の
後
、
其
戸こ

を
閉
て
猥み
だ
りに

人
の
出
入
を
許
さ
ず
、
此
事
五
六
十
年
の
間
な

り
。
此
時
古
法
眼
の
画
多
く
人
の
為
に
偸
取
ぬ
す
み

ら
る
、
残
画
は
今
軸
の
物
と
す
。
又
云
、
天
和
三
年
霊れ
い

元げ
ん

帝て
い

古
法
眼
の
画
并
に
聞も
ん

偃え
ん

溪け
い

の
賛さ
ん

李
龍
り
り
よ
う

眠み
ん

の
三
幅
対
叡
覧
あ
り
。
庭
中
の
山
水
は
子し

建け
ん

こ
れ
を
作
る
、
書
院
は
匠
人
龍
安
り
よ
う
あ
んと

い
ふ
者
こ
れ
を
作
る
、
山
崎
妙め
う

喜き

庵あ
ん

も
亦
此
書

院
を
写
し
て
建
る
、
其
後
金か
な

森も
り

宗そ
う

和わ

此
書
院
を
模
し
て
加
州
の
大
守
に
奉
ず
、
故
に
今
に
於
て
霊れ
い

雲う
ん

院ゐ
ん

と
同
形
と
。
云
々
〕

○
聖
沢
院

し
や
う
た
く
ゐ
ん〔

天
蔭い
ん

和
尚
創
建
、
東と
う

陽や
う

和
尚
勧
請
し
て
開
基
す
〕



右
四
派
祖

○
大だ
い

通つ
う

院ゐ
ん

〔
開
基
は
湘
南
和

し
や
う
な
ん

尚
な
り
、
此
人
は
初
め
土と

佐さ
の

国
守
の
息
に
し
て
、
山さ
ん

水す
ゐ

の
勝
景
を
庭
中
に
造
る
事
を
好
て
、
奇
石
奇
木
を
諸
邦

よ
り
聚
る
事
多
し
。
一
歳
書
を
紀き

州し
う

禅ぜ
ん

林り
ん

寺じ

来ら
い

山さ
ん

和
尚
に
奉
じ
、
奇
樹
霊
石
を
求
る
事
正
法
誌
に
見
え
た
り
。
庭
中
の
風
色
当
山
第
一
に

し
て
二
に
双
ぶ
も
の
な
し
。
方
丈
の
画
は
海か
い

北ほ
う

友い
う

松し
よ
う、

書
院
の
襖
猿
ふ
す
ま

廻
し
の
図
、
竹
林
の
雀
等
は
都
て
狩
野
探た
ん

幽い
う

筆
、
あ
る
ひ
は
主
馬
尚

信
の
筆
な
り
。
当
院
の
檀
越
は
松
平
土と

佐さ

侯
な
り
〕

○
蟠け
ん

桃た
う

院ゐ
ん

〔
当
院
の
林り
ん

泉せ
ん

は
奇
石
名
岩
多
し
。
客
殿
の
画
は
花
鳥
草
花
、
又
三
国
志
墨
画
泥
引
倶
に
狩
野
永え
い

徳と
く

の
画
な
り
。
玄
関
の
中
門
は

初
め
聚
楽
館
に
あ
り
て
彫
物
名
作
な
り
、
伝
云
、
左
甚
ひ
だ
り

五
郎
が
彫
所
と
ぞ
。
当
院
は
松
平
陸
奥
守
殿
檀
越
な
り
〕

○
雑ざ
つ

華け

院ゐ
ん

〔
林
泉
は
名
庭
に
し
て
、
奇
石
を
畳
て
十
六
羅
漢
に
准な
ぞ
らへ

、
釈
尊
大
会
の
体
相
を
表
す
、
日
蓮
宗
徒
玉
淵え
ん

の
作
な
り
。
襖
の
画
は

花
鳥
に
て
海か
い

北ほ
う

友い
う

雪せ
つ

の
筆
な
り
〕

○
海か
い

福ふ
く

院ゐ
ん

〔
一
宙ち
う

和
尚
を
勧
請
し
て
開
基
と
す
、
檀
越
福
島
左
衛
門
正
則
。
書
院
の
襖
唐
紙
の
上
に
、
探た
ん

幽い
う

法
印
酒
狂
し
て
墨
画
に
て
猿
廻

し
の
図
を
画
く
。
住
持
外
よ
り
帰
り
て
こ
れ
を
見
る
に
、
新
し
き
唐
紙
に
猥み
だ
りに

草
画
を
書
事
不
敬
の
至
り
な
り
と
、
大
に
憤
り
て
叱
ら
れ

け
る
。
探
幽
法
印
詞
な
く
し
て
恥
入
た
る
体
な
り
、
其
筆
力
精
妙
に
し
て
画
工
の
規
範
と
も
な
り
、
後
世
こ
れ
を
賞
じ
て
此
寺
の
名
物
と

す
。
又
客
殿
の
画
は
山さ
ん

水す
ゐ

、
唐か
ら

子こ

遊あ
そ
び、

百は
く

牛ぎ
う

、
廿
四
孝
、
こ
れ
み
な
狩
野
興こ
う

意い

の
筆
な
り
〕

○
桂け
い

春
院
し
ゆ
ん
ゐ
ん〔

林
泉
妙め
う

境き
や
うな

り
、
檀
越
石い
し

河か
う

蔵く
ら

人ん
ど

〕



○
太た
い

嶺れ
い

院ゐ
ん

〔
林
泉
京
師
庸
軒
の
作
、
檀
越
八
文
字
屋
〕

○
麟り
ん

祥
院
し
や
う
ゐ
ん〔

妙
心
寺
門
前
の
東
木
辻
村
に
あ
り
、
寛
永
十
一
年
建
立
、
檀
越
稲
葉
丹
後
守
侯
〕

〔
当
院
は
稲い
な

葉ば

春か
す

日が
の

局つ
ぼ
ねの

菩
提
所
に
し
て
、
御お

魂
舎
た
ま
や

は
後
水
ご
み
づ
の

尾を
の

院ゐ
ん

の
釣
殿
を
こ
ゝ
に
移
さ
れ
し
と
い
ふ
。
内
の
総
絵
は
狩
野
古こ

右う

京き
や
うの

筆
な

り
。
方
丈
に
は
釈
迦
仏
を
安
ず
、
運う
ん

慶け
い

の
作
な
り
。
迦か

葉せ
ふ

尊そ
ん

は
朝
鮮
人
よ
り
献
じ
け
る
と
な
り
、
阿あ

難な
ん

は
新
作
。
額
は
朝
鮮
梅ば
い

隠い
ん

の
筆
、
内

の
襖ふ
す
まの

画
は
海か
い

北ほ
う

友い
う

雪せ
つ

、
書
院
の
画
は
狩
野
探
幽
の
筆
な
り
〕

△
護
天
神
祠
〔
麟

ま
も
り
て
ん
じ
ん
の
や
し
ろ

祥
院
鎮
守
に
し
て
境
内
の
東
北
に
あ
り
。
縁
起
云
、
む
か
し
正
暦
年
中
源
頼
信
勅
を
奉
て

み
な
も
と
の
よ
り
の
ぶ
み
こ
と
の
り

叛
族
を
退
治
に
出
陣
の
時
、
霊

夢
あ
り
。
内
裏
の
西
の
方
菖あ
や

蒲め
の

小
路
の
辺
に
て
天
満
神
現
れ
、
頼よ
り

信の
ぶ

に
告
て
宣
ふ
、
早
く
凶
徒
を
退
治
に
趣
く
べ
し
、
わ
れ
陣
頭
に
在
て

加
護
す
べ
し
、
と
云
終
つ
て
夢
覚
ぬ
。
此
神
勅
に
任
て
出
陣
あ
り
て
、
一
戦
に
凶
賊
を
残
ら
ず
滅
し
給
ふ
、
依4

之
こ
ゝ
に
天
満
神
の
社

を
営
、
参
議
菅
原

す
が
は
ら
の

輔す
け

正ま
さ

卿き
や
うを

別
当
に
補
せ
ら
れ
、
永
く
護
天
ま
も
り

神
と
称
す
。
星せ
い

霜さ
う

移
り
て
今
は
当
院
の
鎮
守
と
な
り
て
、
毎
歳
大
般
若
経
転

読
あ
り
。
今こ
ん

時じ

世
人
し
る
事
稀
な
れ
ど
も
、
霊
験
日
々
に
新
に
し
て
む
か
し
も
今
も
和
光
同
塵
な
り
〕

○
春
浦
し
ゆ
ん
ぼ

院ゐ
ん

〔
同
所
の
南
車
街
の
西
側
に
あ
り
、
檀
那
一
柳
土
佐
侯
〕

〔
当
院
方
丈
の
画
は
都
て
雪せ
つ

溪け
い

の
筆
な
り
。
又
林
泉
は
虎
溪
の
三
笑
を
象
て
妙
景
あ
り
。
こ
ゝ
の
什
宝
に
福ふ
く

富と
み

と
名
づ
く
る
戯
画
の
軸
の
物

あ
り
、
妙
筆
に
し
て
画
師
詳
な

つ
ま
び
ら
か

ら
ず
、
往そ
の

昔か
み

の
土と

佐さ

家
の
筆
威
な
り
。
譬た
と
へば

鳥と

羽ば
の

僧そ
う

正じ
や
うの

書
れ
し
放
屁
軍
に
似
た
り
、
少
し
く
上
へ
に
文
段

あ
り
て
、
を
か
し
く
面
白
く
席
上
に
大
笑
ひ
を
催
す
名
画
な
り
。
時よ
り

々く
高
貴
青せ
い

雲う
ん

家
へ
も
上
覧
に
備
ふ
、
世
に
名
高
し
〕



○
大だ
い

光
院
く
わ
う
ゐ
ん〔

同
所
東
側
に
あ
り
、
林
泉
妙
境
な
り
〕

〔
其
外
妙
心
寺
境
内
塔
頭
都
而
す
べ
て

八
十
余
寺
あ
り
、
何
れ
も
高
貴
諸
侯
だ
い
み
や
うの

菩
提
所
に
し
て
、
林
泉
の
風
流
あ
る
ひ
は
名
画
名
筆
記
す
る
に
際
限

な
し
、
故
に
予
大
略
見
聞
の
纔わ
づ
かを

こ
ゝ
に
著
す
の
み
な
り
〕


